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第２回まちづくりワークショップのまとめ

Thema 理想の暮らしのシーンを考える

１．まちづくりゲーム 「紡ぐ・ビジョン・MATCH－まちの未来をソウゾウする－」

カードゲームを通じて、みんながまちの将来像を想像・共有し合う！
望むべき理想の暮らしを目指し、必要な都市機能・環境を考えていく！

まちづくり
ゲームとは

STEP１

●１人７枚のトレンドカードを配布

●数枚を組み合わせてまちの将来や

暮らし方を未来ビジョンシートに記入

STEP２

●自分が考えた未来の暮らしをプレゼン

STEP３

●みんなが考えた理想の暮らしに投票！

STEP４ 一番票を得た理想の暮らし『ベストシーン賞』を発表！！

※１グループ５人程度で実施
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①どんな人種の方も分け隔てなく交流し
地域社会で子を育てるまち

A team ベストシーン賞～理想の暮らし～

②人と緑と水・・・
自然と町がうまくまじわった素敵な住空間

４人家族のぶどう農家として

日々を暮らしている

アメリカ人の夫と小さい子供を

育てる育休中の日本人ママ

暮らしのシ－ン

育休期間中、柏原駅前のおしゃれな市のレンタル

スペース（カフェ）を利用した国際交流の場を開き、

子供が英語に触れられるイベントを実施している。

地域に住む外国人や外国人観光客を招いて、子

供たちは、日本文化や伝統を英語で伝えています。

働くママも仕事終わりに集える居場所となっている。

使用したトレンドカード

暮らしのシ－ン

2040年には、JRと近鉄が乗り入れているハブス

テーションとして、柏原市役所の近くに新しい駅が

でき、利便性が向上している。

国道25号線に面した大和川の水質は、大きく改善

され、農地と調和した自然あふれるまちで、人々が

豊な暮らしを送っている。

使用したトレンドカード
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①仕事・交流しやすい、住めるサードプレイス！

B team ベストシーン賞～理想の暮らし～

②柏原観光ツアー！観光客おもてなし祭！

色んな地域の人と話したい、

おもてなしの心を持つ地元人
地域の人々と交流したい社会人

暮らしのシ－ン

駅周辺の住宅や商店街がリノベーションされ、コ

ワーキングスペース兼居宅して使えるサードプレイ

スで地域の人々と交流しながら暮らしている。

使用したトレンドカード

暮らしのシ－ン

市の観光イベント(ぶどう狩り、市民フェスなど)と旅

行が組み合わさったツアーが出来ている。

使用したトレンドカード

市のイベントや観光を目的に参加してくれる人々と

交流するため、地元民は長瀬川アクアロード周辺

でフリマやお祭りを定期的に開催している

在宅ワークも広まり、ここに居れば会社に行かなく

ても働ける！人々に会える！しかも住める！
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若者に選ばれるまち柏原

その他の理想の暮らしのシーン

多拠点生活をしている20代女子（独身）

暮らしのシ－ン

産業・農業に必要なエネルギーを市内で完結され

ていて、地球環境に配慮されている。

若者が自分の力を試したり、興味のある分野の学

びを深める支援が充実している。

収入が十分でなくても、挑戦しやすい町！

新しい学校のかたち

18歳の女子高生

暮らしのシ－ン

苦手な科目を学ぶため、自分が通う高校ではなく、

柏原市内にある、世界の授業を簡単に受けること

が出来るハブ学校に通っている。

通学には新しいモビリティが普及し、簡単かつ楽に

に通える！

柏原市の文化施設を多くの人に知ってもらう

大学の卒論で柏原市の文化を伝えようとする大学生

暮らしのシ－ン

地域の文化振興について研究しており、距離があ

る文化財の調査を行うための移動は、新しいオン

デマンドモビリティの普及により楽になった。

自分の好きな時間に呼び、自由に移動することが

出来るので調査が捗っている。

仕事の負担は軽く、プライベートが充実

介護施設でケアマネをしている、45歳の女性

暮らしのシ－ン

子育てをしながら仕事に行くのが辛く、悩みも多い

ので夜は眠れない日々が続いていたが、

ロボットの活用が進んだおかげで、仕事の負担が

減り、子どもと接する時間が大いに増えた。
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年に１２回旅行へ行く！

その他の理想の暮らしのシーン

社会人１年目の２０代男子（独身）

暮らしのシ－ン

旅行には、お金や時間が掛りお金もないので行く
機会が少なかったが、駅や公共施設（図書館や公
園）に行けば、バーチャル空間で旅行を体験できる
施設が備わっている。
施設への移動も次世代モビリティで、雨風関係なく
出向くことが出来る！

外国人が住みやすいまち

柏原市に住むベトナム人男性

暮らしのシ－ン

空き地や空き家を外国人が借りやすい状況になっ

ており、イベントやマルシェが開かれている。

ベトナムの人と交流、ベトナム文化に触れるイベン

トを行っている。

他国の人も集まり、その交流の輪は広がっている。

シェアスペースが多くあるまち

４０代半ばの４人家族の父

暮らしのシ－ン

柏原市は治安も良く、グローバルな都市となってい

る。レンタルスペース、シェアカー、シェア農地等が

多数活用されている。

働き方に余裕が出来て休暇も多く、昼休みは２時

間あり、充実した子育てができる安心な暮らし。

やさしさ溢れるまち

暮らしのシ－ン

まちの施設で地域の人々で食事会が開かれて、

交流している。筆談ボードがあり、楽しい。

全ての学校区で子ども食堂があり、ボランティア活

動を行っている。

次世代の子供のために活動する大阪のゆきりん
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空きスペースを有効活用したにぎわいあるまち

その他の理想の暮らしのシーン

サラリーマン

暮らしのシ－ン

商店街などの空き家を利用して、バーチャル体験

（スポーツ観戦）が行える場所があり、休日や仕事

帰りに利用している。

高齢者の優しいまち

高齢者

暮らしのシ－ン

まちのあらゆるサービスの利用について、直接行

政機関に聞きづらい事も学生に教えてもらえる施

設がある。

学生との交流もできて、互いに刺激を受けている。

休日に音楽があふれるまち

１０代の子供

暮らしのシ－ン

商店街が歩行者天国になっている。歩きたくなる。

空地では、路上パフォーマンスが行われている。

モビリティターミナルが各所に設置されており、利

便性が向上している。

地域共同の子育て

子育て中の母

暮らしのシ－ン

空き家を活用して、送迎、託児、買い物、必要な物

の貸し借りや譲り合いが出来る施設がある。
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自然と共に物を大切に

その他の理想の暮らしのシーン

自然と共に時間を使いたい人

暮らしのシ－ン

季節に合ったイベントが長瀬川アクアロードや公園

で行われている。

畑で作った野菜を販売することが出来る棚がまち

に設置されている。農業体験のイベントでは、ボラ

ンティアを行っている。

空き家、空き部屋利用で気分転換

色んな場所に行くことが好きな人

暮らしのシ－ン

空いている家や部屋を気軽に借りて、女子会をし

ている。

友達や地域の人々を楽しく会話し、親交を深めて

いる。

地域の情報交換になるので、毎日に飽きがこない。

物を大切に

子育て中の人々

暮らしのシ－ン

子育てタクシーが普及し、習い事に通う子供たち

が乗り合いしながら目的地に向かうことが出来る。

乗り合わせ場所は多数存在している。

子供服やおもちゃなど物々交換できるイベントや

サービスが定期的に行われている。

全自動でぶどうの収穫から販売するロボット

サラリーマンをしながらぶどう稼業を行っている人

暮らしのシ－ン

ロボットに土地の情報を入力し、ぶどうの品種や数

を登録することで、収穫作業を手伝ってくれる。

販売ルートを確立してくれるので、農家の負担が

減り、副業がしやすく収入を得やすくなった。
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